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郵　便　
は　が　

き

先
日
、
生
き
生
き
シ
ル
バ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
養
成
講
習
会
に
参

加
し
た
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増

加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
。
学
科
１

時
間
、
実
地
１
時
間
。
エ
ア
バ
ッ
グ

の
展
開
実
験
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
で
爆
発
展
開
時
に
安
全
が
保
た

れ
る
と
い
う
こ
と
。
発
煙
筒
着
火
実

験
で
は
、
発
煙
筒
は
ト
ン
ネ
ル
内
で

は
禁
止
と
い
う
こ
と
も
学
ん
だ
。
こ

の
ほ
か
飲
酒
酩
酊（
め
い
て
い
）時
の

歩
行
実
験
や
、
運
転
席
で
の
死
角
や

高
齢
者
事
故
の
特
徴
に
つ
い
て
の
説

明
な
ど
、
密
度
の
高
い
講
習
だ
っ
た
。

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
え
ば
、
加
害

者
・
被
害
者
家
族
共
に
一
生
泣
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
注
意
一
秒
け
が
一
生
。

（
草
水
の
ド
ン
ガ
メ
・
76
歳
男
性
）

◆

　

起
こ
し
た
く
て
起
こ
す
事
故
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
自
分
が
加
害

者
に
な
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
誰

一
人
悲
し
ま
せ
な
い
た
め
に
も
、「
注

意
一
秒
」肝
に
銘
じ
ま
す
。

息
子
の
高
校
の
文
化
祭
で
の
こ

と
。
人
気
の
お
ば
け
屋
敷
に

家
族
で
入
っ
た
。
中
は
真
っ
暗
で
、

怖
が
ら
せ
る
よ
う
な
し
か
け
が
い
く

つ
も
し
て
あ
っ
た
。
そ
の
効
果
絶
大

で
、
75
歳
の
母
は
本
当
に
怖
く
な
り
、

パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
。
壁
に
突
き
当
た

り
な
が
ら
、
出
口
を
探
す
。
哀
れ
に

思
っ
た
女
子
高
校
生
が(
本
当
は
壊

さ
れ
る
の
が
心
配
に
な
っ
た
？)
出

口
へ
と
誘
導
し
て
く
れ
て
、
事
な
き

を
得
た
。
外
に
出
た
母
は
、
け
ろ
っ

と
し
て｢

来
年
も
来
よ
う
っ
と｣

。
も

う
や
め
れ
ば
、
と
言
い
た
か
っ
た
私

だ
が
、
刺
激
に
な
っ
て
い
い
か
、
と

思
い
直
し
た
。

(

お
ば
け
屋
敷
を
楽
し
ん
だ
母
・　

45
歳
女
性)

◆

　

私
も
お
ば
け
屋
敷
で
足
首
を
つ
か

ま
れ
絶
叫
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

｢

来
年
も｣

と
言
え
る
お
母
さ
ん
に
は

驚
か
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
来
年
も
楽

し
ん
で
？
く
だ
さ
い
。

陶
芸
を
始
め
、
夢
中
で
一
年
が

過
ぎ
た
。
わ
れ
な
が
ら
少
し

は
形
に
？
し
か
し
最
近
思
う
こ
と
が
。

土
を
こ
ね
茶
わ
ん
の
形
す
ら
お
ぼ
つ

か
な
い
一
年
前
の
作
品
に
思
い
が
強

く
な
っ
て
い
る
自
分
に
気
付
く
。
姿

や
色
合
い
実
用
に
も
ほ
ど
遠
い
も
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
い
と
お
し
さ

す
ら
感
じ
る
の
は
…
。
そ
し
て
今
、

こ
れ
と
同
じ
茶
わ
ん
を
作
る
の
は
難

し
か
ろ
う
と
覚
え
る
の
も
不
思
議
。

　

昨
夜
は
中
秋
の
名
月
、
渾こ

ん
し
ん身

で

作
っ
た
お
ち
ょ
こ
に
焼
酎
を
な
み
な

み
と
注
ぎ
、
そ
こ
に
満
月
を
浮
か
べ

何
杯
重
ね
た
こ
と
か
。
陶
芸
を
や
っ

て
よ
か
っ
た
。

（
み
や
し
と
ん
ガ
ラ
ッ
パ
・

　

67
歳
男
性
）

◆

　

手
作
り
の
お
ち
ょ
こ
で
た
し
な
む

月
見
酒
は
格
別
だ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
陶
芸
の
喜
び

を
励
み
に
、
い
い
作
品
を
た
く
さ
ん

生
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
話
題
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
ペ
ー
ジ
で
す
。

　
広
報
室
で
は
、
お
便
り
、
絵
手
紙
、

写
真
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
身
近
な
出
来
事
な
ど
で

紹
介
し
た
い
・
伝
え
た
い
・
心
温
ま

る
話
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
に
つ
い
て
】＝

▼
お
便
り
＝
字
数
２
０
０
字
以
内

▼
絵
手
紙
・
写
真
＝
題
名
を
記
入

＊�

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
ペ
ン
ネ
ー
ム（
記
入
が

無
い
場
合
は
、
実
名
で
記
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）を
記
入
の
上
、

広
報
室
ま
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

文
章
は
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊�

投
稿
は
、
は
が
き
・
封
書
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
広
報
室
ま
で

＊�

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
投
稿
・
問
合
先
】＝
本
庁
広
報
室　

読
者
の
ひ
ろ
ば
係

（
23
）５
１
１
１（
内
線
６
３
２
）

koho@
city.satsum

asendai.lg.jp

お便り
募集

　当コーナーにお便りなどが掲載された
皆さんへ、竹ノート（Ａ５判・非売品）を
プレゼントします。このノートは、中越
パルプ工業（株）川内工場様のご好意によ
るものです。お便りお待ちしています。

竹ノートを
プレゼント

　　　月12日は、祁答院地域の馬頃尾（まころべ）自治会に
　　　伝わる太鼓踊りの日で、私も踊り子の一人として20
年以上参加しています。その練習の合間でのこと。ある先輩
から｢踊りが以前と比べ、少し変わってきたのでは？｣と指摘
がありました。覚え始めの頃の一生懸命さを忘れ、踊ること
に慣れてしまい、いつの間にかに楽な動作に勝手に変えてい
たようで、その指摘にはっとしました。400年以上の歴史
があるこの踊りを、後世に「正しく」伝えていく、その責任
の重さを改めて感じました。また、踊り子が踊りに集中でき
るようバックアップしてくれる地域の方々と指摘をしてくれ
た先輩に感謝することでした。何事にも慣れはありますが、
初心を忘れず取り組もうと思います。　　　　　　（北原）

0996（23）5111　   0996（20）5570
0996（22）8115（直通）

0996（37）3111　　0996（37）2252

0996（44）3111　　0996（44）3117

0996（42）1111　　0996（42）0767

0996（55）1111　　0996（55）1021

09969（3）2311　　09969（3）2912

09969（2）0001　　09969（2）1490

09969（7）0311　　09969（7）0753

09969（4）2211　　09969（4）2672

◎表紙の説明

担当者の声

広
報
 薩
摩
川
内
　
N
o.170

平
成
23年

11月
10日

号

■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22

閉庁日および時間外　   0996（23）5115

■編　集
本庁企画政策部広報室（内線632・633）
　koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173

入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362

祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67

里支所　　　〒896-1192　里町里1922

上甑支所　　〒896-1201　上甑町中甑481-1

下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819

鹿島支所　　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10

■広報電話

 　 0120（894）256
＊夜間救急当番医やイベント・防災行政無線の放送
　内容などの情報が電話で確認できます。

■市ホームページ
　http://www.city.satsumasendai.lg.jp

　　　に日に秋も深まり、もうすぐ冬が訪れようとしていま
　　　す。毎年、こたつもストーブも使わずに過ごす我が家
の生活。受験生を抱える今年の冬は、いつもと違う生活スタ
イルになってしまうのやら…。受験生の娘に気を使いながら、
健康第一で無事今年の冬を乗り切りたいと思う今日この頃
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鞘脇）

日

10

　10月７日（金）、国分寺町の国分寺跡史跡公園で、恒例の薩摩
国分寺秋の夕べが開催されました。5,000個のキャンドルアート
で照らし出された会場では、中須金山踊保存会、中郷虚無僧踊保
存会による郷土芸能と、川内商工高等学校吹奏楽部による演奏が
披露されました。また、特別ゲストによる薩摩琵琶と尺八の演奏
もあり、その響きは、来場者を幽玄の世界へと誘いました。

＊音声案内後に内線番号を押してください。

薩摩琵琶と尺八の幽玄な響きを堪能
　　　　　～第14回　薩摩国分寺秋の夕べ～

やくしょにコール

東日本大震災の義援金を
　　　　　　　受け付けています

　東日本大震災の被災者に対する義援金箱を市役所本庁（２階
ロビー）・各支所、市社会福祉協議会本所・各支所に設置してい
ます。皆さまのご協力をお願いいたします。なお、10月19日
（水）までに寄せられた義援金額は48,411,549円です。
　また、現在、電話やメールによる義援金詐欺が発生していま
す。義援金や募金をされる際には、十分ご注意ください。
【問合先】＝■本庁障害・社会福祉課社会福祉グループ
　　　　　　　（23）5111（内線2171）
　　　　　　および各支所市民生活課
　　　　　■市社会福祉協議会　本所
　　　　　　　（22）2355
　　　　　　および各支所

本号は、国産竹を原料に製造された竹紙を使用しています。

なか す かな やまおどり ちゅうごう こ む そうおどり

　広報室では、年間を通
して市内の開花情報を募
集します。開花前（１カ
月前）までに、下記の例
のような内容を広報室ま
でご連絡いただければ、
事前に当コーナーでお知
らせします。
（例）12月　スイセン
　　（○○町○○地区）
　皆さまからの花の便り
お待ちしています。

花の情報を募集します

　

夕
陽
が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
よ
う

に
空
を
染
め
て
い
て
、
思
わ
ず
携
帯

で
撮
り
ま
し
た
。

 

（
風
の
少
女
・
48
歳
女
性
）

　

大
村
報
徳
学
園(

祁
答
院
町
下
手)

の
近
く
に
あ
る｢

竜た
つ
い
し石｣

と
呼
ば
れ
る

岩
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

頑
張
れ
祁
答
院
・
37
歳
男
性)

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
発
見
!?

秋
の
空

おわびと訂正

　広報薩摩川内 10月 25日号、５ページに掲載した「寒蘭展
示会」の文中に誤りがありましたので、おわびして訂正します。

【問合先】＝本庁広報室広聴広報Ｇ（内線 633）

訂正前 【時】＝ 11 月 19 日（土）10 時〜 20 日（日）16 時

訂正後 【時】＝ 11 月 12 日（土）10 時〜 13 日（日）16 時

▲平佐町の高台にて




